
晴 サ ″
ヘ 場bO年■19ロ´ ′

´ :ル
|

夕綾翔 リ
_r´

^
2 21

ι
l口 (本 )

含れる野魚lよ この数巧な衝%泌 tグィし、まし[墜

N.、 7 鯖ル碑可a員町ハホ押
_ _,

な衝各誘
ヽ

′ ‐`

～

ら調い)な く磐あt進められ
て、、ら多.ょ f.な曖1)t女 柔しtt).大ででι墜■力ヽ`■ヽ 1多 t`形 計.グ灸勁η′'終後も
τ衝く喀Wcし 、

燃深多
つJろ現多みし(′せてし、争ブく多ししましヤヘ

lヽm彪 ◎躙了lgo彪蜆 蟄 _2o
`ひ

⑮ 蟄 l鉤 彪 ∝ 瑯

ク企ユ運】′奉ア、会 2月 |口 (外) をか議だ
本42ら口9o企ユ望〕惚41`ヽ瞼t a昇ィ雀しょし1し。本を,″2じころ′籟、な.硼Zボ

｀
つo9

この1年 のシ多笏tキみ`り」2り 末年凌tう 飼ヽすての多傷もしまし仇よ`)に 、l彰てt'コ リす珈動箭
tう

'傷

笏モリ資してしヽく孝`つなっttの 1均Lわわ`らな、1多りみしヽヤ.あ争a9づさ
"じ

1■ が考1つ後″機っ
く、ヽヤ4'で まし千Ofいってぃ●∫りやら孝し′lァなゲ,「しそ"な

方1う 多atや ,て けてtfしヽヽし
%ぐれt、 11し●し.がツtぅ ャらくぐ卜。考1,4多藍イをして、、多ゼ←枠ぃしく、、,字で。
今年″のフ傷傷夕t孝4之やカネ期にμケtつり髪ヽす

｀
、々1を隼、1し終、1よて。らイ喚でいちヤヽヾ 1つな預つ

嗜ぐ"め
1)がしうゴざ

｀
、1よしヤ為斎:4離の多タスめや夕|ぞ′行を

1`を

で:もら,|ァしあヽじ斃1っ可りまうが

『らしくおヽ解負し、し多て。
し′・ご v°v°v・v°VヽンVし °V｀プv｀ン・ご V・v°vtノt人ノ|じ)v・ v・v°vov・vt人 メ Jv・vゝノv`し (

質1矢漁Yし■t嘔日,場ミl口 10口

“

リ
年り9僣簿翡も二務1し ～

・

修御ぞの が大手な有1`奉絆燃啜きぞぁ、闊ヽヽ今あぜ千さしヽ0

Weち ぞの舞スt179(1)～ 1%.マ
(｀照)ヒなってお`)よ 1の ぞ'た畝て1ltう

tる
|うr各つぶ多t

しく、ヽヤゼできて『ぅJろ しくぁヽ薄具、1、 ●ヽしよで。

*

#

今埓滋クロロのオ嫌修t口

`亥

1■新入引′獲誉

物狗nなの口1つ′1尊ら4じのイ瀦揚の方もあ'〃J

～′|ごし

し新ア、修ガ
'多

笏タイタのりψ膨るクタイ″のれ生
り齢蜂うイタのわ多1つもゴ

1務

ヵり``ヤグをましrlら。

彙ハ確認会凍ね癬
`～

|口 斗,o0
.、

1・tィ嫌・裟衆て

“

な′%じでって、、%イ‰
`

3影盤傷斎競ギ鵜t.マくキく物

熱瞬翻新機鶯降
を鮮lllり1;り

『
,1稼11『1,tく」認み1篤爾|`′

鶉躙駿彼
｀`あ`'吼｀`私ぞ

蘇
1箋

メ雛協lイ協ヽ脇

Φ

キ

*

Φ

#
*

:耗1'眩0崎「)`れやFlt彰疲0%七雛l幸 ノ`ρ
らでしイ梁蒻翡0有り`らのソ問tうκウやヤリ1引絡i考
形クミ%れヤ1サ 形ゲ」欲計物t隊〔けながらΦ
夕しくなラん″′惨′脅t負耐)ま し1多。   ■
叶飼うヽらヽ隼ぐЙちし4唯 り

`さ

κlぅ しって  患
マタ″そじラ傷わψしくん史し千もの1つ T｀■ずiう |つ、、、。ご

*


